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はじめに

沖縄本島北部の伊江島は,島尻マージで構成

される保水力に乏しい地質条件のため,雨の大

部分は地下浸透し島内に河川はない.農業用水

は,主に降雨の路面排水をコンクリー ト製のた

め池に貯留して利用しているが,質 ･量ともに

十分とは言えない状況にある (Yoshinagaら,

2008).そのため,新たな水源を確保すべく地

下ダムが建設中である (佐伯ら,2008).

地下水はいったん汚染されると回復に長期間

を要するため,集水域内での水質保全対策が必

要であり,定期的な環境モニタリングが必要と

される.伊江地下ダムでは,集水域の大半が農

地であるため,環境に配慮した営農活動が求め

られる.例えば,収穫後の土壌中に残存した肥

料成分の流出抑制は対策の一つと言える.

そこで,葉たばこやさとうきびの休閑期に作

付けできる作物として,日本蕎麦 (以下ソバと

記述)に着目した.ソバは作期が約 70日と短

く営農管理が粗放的であるうえに,吸肥力が強

く (杉本,2004),葉たばこの連作障害の回避

に有効 (田中,1973),といった利点を有して

いる.また,様々な加工方法があるだけでなく,

ポリフェノールの一種であるルチンを多く含み,

健康食品としても注目を集めている (Liand

Zhang,2001).

そこで,ソバの導入のさきがけとして試験栽

培を実施した.また,ソバの試験栽培結果とた

め池や地下水の水質モニタリング調査結果につ

いて,伊江村の方を対象とした研究発表 ･講習

会を開催したので,その内容を報告する.

1.調査研究の概要

1.1.ソバの試験栽培

東江前地区の約12aの圃場にて,さとうき

びの後作として試験栽培を実施した.2008年10

月30日に,化成肥料を4(窒素),8(リン酸),

6(カリ)kg/10a散布し,土壌混和した後に

｢さちいずみ｣を手押し播種機により条間30cm

で播種した.栽培期間中の管理作業は行わず,

播種から69日後の2009年 1月7日に収穫を行っ

た.

収量はコンバイン収穫で110kg/10aであっ

た.主産県における収量は約64kg (2009年は
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58kg,2008年は69kg)であることから (農林

水産省,2009),平均を大きく上回る結果であっ

た.また,収穫したソバ粉を使ったソバ茄で麺

の食味評価を2社に依頼したところ,いずれの

結果も ｢良好｣であり,｢5月収穫は,需要が

高まる夏季に供給できるため,魅力が大きい｣

とのコメントであった.

図 1.ソバの試験栽培.

1.2.水質環境にかかる調査

1.2.1.ため池と地下水の水質

島内の17箇所のため池と,地下ダム周辺の地

下水について,約6週間に1回の間隔で現地観

測を実施した.観測結果のうち,主に窒素濃度

の結果を報告する.

多くのため池で藍藻類の過剰な増殖が確認さ

れたものの,窒素濃度は0.5-2.0mg/Lであっ

た.貯留水の大半は道路に降った雨 (伊江島で

の平均窒素濃度は約0.3mg/L)で, これに生

活排水などが混入している状況にある｡生活排

水等の混入割合によって,ため池の窒素濃度は

左右されていた.窒素濃度が極端に高くはない

ちのの,藍藻類が多く発生する要因としては,

冬季の水温が高く藍藻類が越冬するため,と考

えられる.

地下水の窒素濃度は,地点によって4.0-

16.0mg/Lとば らつきが大きく,全平均は約

8.0mg/Lであった｡図2に例として2008年10

月時の結果を示す.現在は,仮に飲料水として

利用する場合であっても基準値 (10.0mg/L)

を満たしているが,地下水の窒素濃度は周辺農

地の施肥量に大きく影響を受けることが知られ

ている (寺尾,1996;廣畑ら,1999).気候や

地質等の条件が類似する宮古島では,地下水の

窒素濃度の上昇は施肥時期との関連が見られる

ため,適切な施肥管理等の環境に配慮した農業

活動が求められている (中西,2001).

1.2.2.ソバによる窒素除去効果 :

ソバ栽培によって土壌中の窒素除去が期待さ

れることから,ソバ栽培前後の土壌中の無機態

窒素濃度 (100g乾土あたり)を分析した (土

壌肥料学会,1997).また,比較のために島内

での主要作物である,葉たばことさとうきびの

収穫後の土壌中の窒素量についても分析を実施

した.収穫後の葉たばこのマルチ内部で2.1g,

さとうきび収穫後で0.7g,ソバの施肥後で2.6

g,ソバの収穫後で 0.5gの結果であった (図

3).葉たばこ収穫後の窒素量はソバ施肥後の
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図2.地下水のNO｡･N濃度の分布 (2008年10月28日)
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図3.作付前後の土壌中の無機態窒素量.

窒素量に近いことから,葉たばこ後にソバを植

え付けると,施肥を行わずとも作付が可能であ

り,ソバの栽培によって土壌中の大部分の窒素

が除去できることを示唆する結果と言える.

2.研究発表 ･講習会について

2009年 3月3日 (火曜)の19:30-21:00に,

フェリーターミナル横のはにくすにホールにて

開催した.ポスターや防災無線等を通じて広報

を行ったところ,参加者数は約40名であった.

南西諸島農業研究チーム研究員の山口が司会進

行を行い,チーム長の生駒の開催挨拶により開

始した.ため池と地下水の水質モニタリング結

果及びソバの試験栽培結果にかかる話題提供を

実施した後に,意見交換を実施した. ｢ソバ導

入にあたっての必要とされる機械 ･設備や注意

点は?｣,｢食品としてのソバの特徴は?｣,｢収

穫されたソバ粉の品質は?｣等の問いかけが,
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農業や観光業に関連する方々からあり, ｢次年

度以降も試験栽培を実施して欲しい｣との要望

もあった.また,｢地下水は農業利用を前提とし

ているが,非常用の飲料水として利用可能か?｣,

｢ため池を対象とした有効な水質保全対策は?｣

等の質問が,主に役場の方々から実施された.

図4.熱心な議論が交わされました.

また,開催中に,伊江島産ソバ粉で製麺した

ソバ麺と,ソバ粉を混ぜたソバ入りちんすこう

の試食を行い,食味にかかるアンケー トを実施

した.その結果の一部を表 1と図5に示す.ソ

バを専門店にて食べた経験の無い方が2割の一

方で,7割以上の方がソバを年間2回以上食べ

ており,新たな食文化としてのソバが浸透して

いることを示している.ソバ麺の食味アンケー

トでは6割以上の方が伊江島産ソバに対して好

意的な回答であり,食品メーカーによる高い評

価結果を裏付けるものであった.ソバ入りちん

すこうへの感想では,混入率が25%に対しては

｢風味と食感のバランスが良い｣,50%になると

｢食味がパサバサとなるが,ソバの香りが良い｣,

と特徴が異なるものの,いずれも好評であった

(図6).

また,調理用としてソバ粉 (1袋100g) を

配布したところ,要望が非常に高く,食材とし

てのソバ粉の可能性が感じられた.

表1.ソバの食習慣にかかるアンケート結果.

な し 1回 2-5回 6回～

ソバを専門店にて食べた回数(これまで 21% 14% 34% 31%
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図5.ソバ麺の食味アンケート結果.
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図6.ちんすこうへのソバ混合割合にかかるアンケート結果.

おわリに

伊江島での水質環境の保全と農業振興のいず

れにも貢献が期待されるソバの導入に向けた調

査研究と試験栽培を実施し,それらの結果を伊

江村にて報告した.収穫したソバは既存の産地

に匹敵する収量であり,高品質であったうえに,

葉たばことの輪作による水質環境保全を期待さ

せる結果が得られた.このことは,ソバによる

新たな可能性を切り開く一端と言える.

また,研究発表 ･講習会では村内外の多くの

方にご参集いただき,活発な意見交換を実施し

た.特に意見交換において,伊江村の方々から

ご質問やご要望を直接お聞きできたことは,非

常に貴重な機会であり,良い刺激を頂いたこと

に感謝申し上げる.
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Abstract

Water environmentconservation is an

importantissue,especiallylnaSubtroplCal

and water-starved island.Relevantfield

tests were carried out in le Island.

Buckwheatwasexperimentally cultivated

toevaluatebothharvestinganduptaking

ofresidualnitrogenin soil.Cropproduc-

tioninthefieldwasgoodandthebuck

wheatpowder was suitable for noodles.

Surface and ground water environment

were monitored.Algal bloom was con-

stantlyobservedinponds,eventhoughnu-

trient concentrations were not so high.

Meannitrogenconcentrationsofgroundwa-

terwere8mg/L,whichdidnotexceedthe

drinkingwaterstandard.Workshopfわrthe

residentwasheldtoinfわrm theresearch

resultsanddiscussfutureagricultureand

waterenvironment.




